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核兵器も原発もない社会を、子どもたちへ―
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核
戦
争
に
反
対
す
る
医
師
の

会
（
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｗ
）
会
員
・
全
国

世
話
人
・
医
師
、
歯
科
医
師
、

医
学
者
、
医
学
生
の
皆
さ
ん
！

　

医
療
活
動
、
研
究
活
動
、
勉

学
に
毎
日
励
ん
で
お
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。
2
0
1
2
年
6
月

9
日
に
全
国
世
話
人
会
、
6
月

10
日
に
「
つ
ど
い
」
を
東
京
で

開
催
し
ま
す
。
2
0
1
1
年
3

月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
、
続

発
し
た
人
災
で
あ
る
福
島
第
一

原
発
事
故
の
1
年
余
、
心
穏
や

か
に
過
ご
さ
れ
た
日
は
一
日
た

り
も
な
か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
そ
の
後
の
政
府
・
東
電
の

対
応
、
政
・
官
・
財
・
学
・
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
の
原
発
擁
護
・
推

進
な
ど
を
み
て
、
多
く
の
国
民

は
、
こ
の
国
が
人
類
の
歴
史
の

教
訓
を
学
び
取
ら
ず
、
一
人
ひ

と
り
を
大
切
に
せ
ず
、
危
機
管

理
が
で
き
な
い
国
と
感
じ
始

め
、
漫
然
と
生
き
る
こ
と
に
決

別
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
原

爆
と
原
発
は
双
子
の
兄
弟
で
あ

り
、
地
球
環
境
破
壊
の
最
大
の

元
凶
で
あ
り
、
人
間
の
命
と
健

康
を
脅
か
す
も
の
は
放
射
能
汚

染
で
あ
る
こ
と
を
学
び
つ
つ
あ

り
ま
す
。
私
た
ち
も
、
こ
の
狭

い
地
震
国
で
あ
る
日
本
で
新
た

な
原
発
事
故
が
起
こ
れ
ば
取
り

返
し
の
つ
か
な
い
と
こ
ろ
に
き

て
い
る
と
強
く
認
識
し
て
い
ま

す
。
使
用
済
み
炉
心
棒
の
収
納

場
所
も
な
く
、
高
速
増
殖
炉
技

術
も
デ
ッ
ド
ロ
ッ
ク
状
態
に
あ

り
、
危
機
は
私
た
ち
が
想
像
す

る
よ
り
も
迫
っ
て
い
る
こ
と
を

認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
昨
年
の
埼
玉
で
の

“
つ
ど
い
”
の
成
功
を
受
け
て

こ
の
問
題
を
今
年
の
東
京
で
の

“
つ
ど
い
”
で
さ
ら
に
深
め
て

い
き
ま
す
。

　

Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｗ
は
昨
年
、Ｉ
Ｃ
Ａ

Ｎ
（
核
兵
器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
）
パ
ン
フ
日
本
語
版
を

作
成
、
普
及
に
努
め
て
き
ま
し

た
。
今
回
の
“
つ
ど
い
”
で
は

「
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
、
Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｎ
運
動
を
草
の
根
か
ら
進
め

よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。2
0
0

9
年
9
月
に
開
催
さ
れ
た
歴
史

上
初
め
て
で
あ
っ
た
「
核
軍
縮
・

不
拡
散
を
テ
ー
マ
に
し
た
」
国

連
安
全
保
障
会
議
で
、「
核
兵

器
の
な
い
世
界
」
を
目
指
し
た

条
件
づ
く
り
に
安
保
理
と
し
て

取
り
組
む
決
意
を
前
文
に
記
し

た
決
議
が
満
場
一
致
で
採
択
さ

れ
て
い
ま
す
。
核
拡
散
防
止
条

約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
6
条
に
基
づ
き
、

核
削
減
を
含
む
軍
縮
条
約
の
交

渉
を
促
進
す
る
決
議
が
安
保
理

で
採
択
さ
れ
た
の
は
画
期
的
な

こ
と
で
す
。
核
兵
器
保
有
国
に

核
兵
器
禁
止
条
約
を
締
結
さ
せ

る
た
め
に
2
0
1
5
年
の
Ｎ
Ｐ

Ｔ
会
議
に
向
け
、
私
た
ち
が
、

今
、
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

皆
で
論
議
し
ま
し
ょ
う
。

　

8
月
に
は
、
広
島
で
Ｉ
Ｐ
Ｐ

Ｎ
Ｗ
国
際
会
議
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｗ
で
は
、ス
イ
ス
・

バ
ー
ゼ
ル
大
会
に
続
き
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
予
定
で

す
。
常
任
世
話
人
会
の
も
と
、

「
原
発
被
曝
問
題
特
別
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
発
足
さ
せ
て
い
ま

す
。
核
を
め
ぐ
る
国
内
外
情
勢

に
対
応
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
Ｐ

Ａ
Ｎ
Ｗ
に
し
て
い
き
、
全
国
世

話
人
会
・
常
任
世
話
人
会
を
強

固
な
も
の
に
し
て
い
く
た
め
に

も
、
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加

を
お
願
い
致
し
ま
す
。“
つ
ど

い
”
の
メ
ー
ン
テ
ー
マ
は
「
核

兵
器
も
原
発
も
な
い
社
会
を
、

子
ど
も
た
ち
へ
」
で
す
。
内
部
・

外
部
被
曝
の
不
安
と
恐
怖
に
さ

ら
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来

を
案
ず
る
国
民
と
と
も
に
医
師

と
し
て
の
良
心
を
発
揮
し
、
社

会
的
責
務
を
み
ん
な
で
果
た
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
！
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
2
年
4
月

　

８
月
24
〜
26
日
に
開
催
さ
れ

る
第
20
回
I
P
P
N
W
世
界
大

会
の
動
き
に
つ
い
て
私
の
知
る

範
囲
で
報
告
す
る
。

　

日
本
で
の
開
催
は
1
9
8
9

年
に
つ
い
で
2
度
目
。
唯
一
の

被
爆
国
で
核
廃
絶
を
訴
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
使
命

と
、
た
ま
た
ま
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
と
福
島
原
発
事
故
、

原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
と
脱

原
発
を
議
論
す
る
ま
た
と
な
い

機
会
と
な
る
。
こ
れ
ま
で

I
P
P
N
W
世
界
大
会
で
は
核

廃
絶
、
I
C
A
N
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
主
要
な
テ
ー
マ
で
あ
っ
た

こ
と
は
当
然
と
し
て
も
、
原
子

力
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、

幾
つ
か
の
演
題
の
一
つ
で
あ
っ

た
が
主
要
な
テ
ー
マ
に
は
な
ら

な
か
っ
た
。
I
P
P
N
W
の
基

本
的
な
考
え
は
原
発
に
批
判
的

で
、
世
界
各
地
の
ウ
ラ
ン
鉱
山

の
抱
え
る
危
険
性
も
叫
ば
れ
て

い
た
。
し
か
し
今
回
の
広
島
大

会
で
は
、
原
発
問
題
は
核
廃
絶

と
並
ん
で
最
重
要
テ
ー
マ
に
な

る
べ
き
だ
と
思
う
。

　

し
か
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内

容
を
み
る
と
、
そ
の
期
待
が
裏

切
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
危

惧
す
る
。
I
P
P
N
W
の
理
事

会
で
の
や
り
取
り
か
ら
、
Ｊ
Ｐ

Ｐ
Ｎ
Ｗ
の
あ
る
理
事
は
、
原
発

事
故
関
係
の
全
体
会
議
の
発
言

者
を
、
い
わ
ゆ
る「
原
発
村
」か

ら
招
待
し
よ
う
と
し
た
。
こ
れ

に
異
論
を
は
さ
ん
だ
他
の
理
事

の
要
求
で
、
原
発
批
判
派
を
入

れ
た
と
い
う
い
き
さ
つ
が
あ
っ

た
よ
う
だ
。
原
発
問
題
に
関
す

る
全
体
会
議
は
①
「
原
子
力
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
」（
発
言

者
：
丹
羽
太
貫
／
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
委

員
、
今
中
哲
二
／
京
都
大
学
助

教
、
ラ
ー
ズ
・
ポ
ー
ル
マ
イ
ヤ

ー
／
ド
イ
ツ
）、
②
「
東
電
福

島
第
１
原
発
事
故
：
事
故
の
経

緯
と
医
療
支
援
」（
発
言
者
：

鈴
木
達
治
郎
／
原
子
力
委
員

会
、
神
谷
研
二
／
広
大
原
医
研

所
長
、
谷
川
攻
一
／
広
島
大
教

シ
ョ
ッ
プ
を
2
題
申
し
込
ん
で

い
る
が
、
採
用
さ
れ
る
か
ど
う

か
は
不
透
明
で
あ
る
。
世
界
の

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
関
係
者
か
ら
も
、

J
P
P
N
W
の
方
針
に
対
し
て

懸
念
が
あ
り
、
世
界
大
会
と
は

別
に
原
発
関
係
企
画
が
計
画
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
は
P
A
N
W
も
加
わ
っ
て

お
り
、
そ
の
他
の
N
G
O
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
と
と
も
に
世
界
に
向
か
っ

て
脱
原
発
を
訴
え
る
こ
と
が
必

要
で
あ
ろ
う
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
通
り
。

▼
8
月
9
～
19
日　

長
崎
～
広

島
の
自
転
車
ツ
ア
ー
（
学
生
企

画
）
▼
22
～
23
日　

医
学
生
会

議
、
放
影
研
・
資
料
館
ツ
ア
ー

▼
24
日　

開
会
。全
体
会
議「
核

兵
器
な
き
世
界
を
目
指
し
て
」

▼
25
日　

全
体
会
議
「
構
造
的

暴
力
な
き
世
界
：
人
間
の
安
全

保
障
」
◇
「
被
爆
２
世
医
師
の

会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
◇
ユ
ー

ス
・
サ
ミ
ッ
ト（
市
民
公
開
）

◇
全
体
会
議
「
核
兵
器
な
き
世

界
を
目
指
し
て
」
▼
26
日　

全

体
会
議
「
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て
」
◇
全
体
会
議
「
東

電
福
島
第
１
原
発
事
故
：
事
故

の
経
緯
と
医
療
支
援
」
※
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
は
24
日
、
25
日
に

各
10
演
題
ず
つ

　

核
戦
争
で
人
類

が
滅
亡
す
る
ま
で

の
時
間
を
表
す

「
終
末
時
計
」
が

1
月
、
1
分
進
め

ら
れ
、
残
り
5
分

と
な
っ
た
こ
と
は
前
号
の
本
欄

で
紹
介
さ
れ
た
。
▼
一
方
、
国

際
赤
十
字
・
赤
新
月
運
動
の
第

31
回
代
表
者
会
議
が
昨
年
11

月
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
催
さ
れ
、

「
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
て
努
力

を
」
と
題
す
る
決
議
を
採
択
し

た
。
今
回
の
決
議
は
日
本
赤
十

字
社
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ノ

ル
ウ
エ
ー
と
共
同
提
案
し
た
。

決
議
は
、
核
兵
器
廃
絶
が
「
国

境
や
政
党
の
垣
根
を
の
り
越
え

る
べ
き
課
題
で
あ
り
、
ま
さ
に

私
た
ち
人
類
の
存
続
を
保
証
す

る
た
め
に
、
こ
の
惑
星
の
す
べ

て
の
市
民
に
と
っ
て
の
共
同
ス

ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
べ
き
だ
」
と

訴
え
て
い
る
。
ま
た
「
危
機
に

際
し
、
最
も
救
助
を
必
要
と
す

る
人
々
の
健
康
維
持
、
救
済
に

携
わ
っ
て
き
た
医
療
関
係
者
と

し
て
、
核
兵
器
爆
発
に
対
す
る

妥
当
な
医
療
対
処
は
誰
に
も
で

き
な
い
。
唯
一
の
処
置
は
、
未

然
の
防
止
で
あ
る
」
と
指
摘
。

こ
れ
は
核
戦
争
防
止
国
際
医
師

会
議
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
）
の
主
張

に
通
じ
る
。
▼
昨
年
は
福
島
の

事
故
で
原
発
の
危
険
性
が
注
目

さ
れ
た
が
、
よ
り
直
接
的
な
危

険
物
で
あ
る
核
兵
器
を
禁
止
す

る
国
際
条
約
の
締
結
が
急
が
れ

る
。
８
月
に
は
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
世

界
大
会
が
23
年
ぶ
り
に
日
本
で

開
催
さ
れ
る
し
、
6
月
に
は
本

会
の
全
国
世
話
人
会
と
第
23
回

の
「
つ
ど
い
」
も
開
か
れ
る
。

「
核
兵
器（N

uclear W
eapons

）

も
原
発
（N

uclear P
ow

er 
P
lants

）
も
な
く
そ
う
」（N

o to 
N

ukes

）
を
合
言
葉
に
運
動
を

広
げ
よ
う
。

�

（
哲
）

授
、
田
代
聡
／
広
島
大
原
医
研

教
授
、
天
野
治
／
日
本
原
子
力

開
発
機
構
）─
─
。
発
言
者
を

み
れ
ば
J
P
P
N
W
の
意
図
が

わ
か
る
。
元
来
、
J
P
P
N
W

は
原
発
容
認
方
針
を
と
っ
て
い

て
、
顧
問
で
元
外
務
官
僚
の
金

子
熊
夫
氏
は
積
極
的
な
原
発
推

進
派
だ
。
３
・
11
以
後
、
多
く

の
原
発
容
認
派
が
批
判
派
に
か

わ
っ
た
が
、
J
P
P
N
W
は
変

わ
っ
て
い
な
い
よ
う
で
、
今
回

の
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
W
世
界
大
会
を
誤

っ
た
方
向
に
導
こ
う
と
し
て
い

る
。
こ
れ
は
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
の
常

識
と
は
か
け
離
れ
て
お
り
、
世

界
か
ら
の
参
加
者
に
違
和
感
と

失
望
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
。

　

P
A
N
W
は
原
爆
症
認
定
問

題
と
脱
原
発
に
関
す
る
ワ
ー
ク

ど
う
な
る
I
P
P
N
W
広
島
大
会

　
　
原
発
問
題
で
意
識
の
転
換
を
望
む

反
核
医
師
の
会
常
任
世
話
人　

武
田 

勝
文

核戦争に反対する医師の会は今年、25周年を迎える。
第１回「集い」の開催に向けて創刊した「核戦争に
反対し、核兵器の廃絶を求める医師・医学者の集い
ニュース」は、1994年から９年間の休刊を経て2003年
に復刊。 2007年に現在の「反核医師の会ニュース」
に改称し、第50号を迎えた。（2、3面に特集）

 反核医師の会25周年、
ニュース第50号記念特集

IPPNWアジア・太平洋地域会議で、日本人医師の発言に拍手
を送る参加者（1987年2月、ニュージーランド・オークラン
ド市）。同年8月、第1回「核戦争に反対し、核兵器の廃絶を求
める医師・医学者の集い」が東京で開催された。ガンマ線
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あ
る
。
そ
の
後
、
い
く
つ
か
の

県（
17
）で
同
様
の
組
織
が
う
ま

れ
た
。
広
島
県
医
師
会
以
外
の

組
織
で
、
I
P
P
N
W
と
関
係

を
と
り
は
じ
め
た
の
は
全
日
本

民
医
連
、
保
団
連
で
あ
る
が
、

そ
の
第
3
回
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

総
会
に
保
団
連
桐
島
会
長
、
民

医
連
大
月
副
会
長
が
出
席
し
、

そ
の
後
系
統
的
に
I
P
P
N
W

と
接
触
し
て
き
た
。
4
、
5
、
6
、

7
回
と
十
数
人
が
組
織
的
に
参

加
し
、
核
兵
器
廃
絶
を
め
ざ
す

「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
ア
ピ

ー
ル
署
名
」
を
中
心
に
、
積
極

的
に
参
加
者
に
「
核
廃
絶
」
を

よ
び
か
け
て
き
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
海
外
の
参
加
者
の
多
く

は
「
廃
絶
な
ん
て
出
来
な
い
よ
、

Ｗe believe, therefore, in the 
abolition of nuclear weapons.

 反核医師の会顧問　莇　昭三

核廃絶は活動の原点
日本共産党政策委員長

小池　晃

あの日あの時、そしてこれから

旧ソ核実験場を訪問
反核医師の会常任世話人

原  和人

IPPNW大会で
　　 署名750筆

　鮫島千秋
私
を
反
戦
運
動

に
向
か
わ
せ
た

の
は
、
敗
戦
の

ダ
メ
ー
ジ
だ
っ

た
。
当
時
中
学
３
年
生
だ
っ
た

私
は
、
疎
開
先
の
鹿
児
島
か
ら

長
崎
に
戻
り
、
故
郷
の
惨
状
を

目
の
当
た
り
に
し
た
。「
こ
ん

な
長
崎
に
誰
が
し
た
」
と
憤
る

も
、
そ
の
矛
先
を
誰
に
向
け
て

い
い
の
か
分
か
ら
ず
、
た
だ
ひ

た
す
ら
腹
立
た
し
か
っ
た
の
を

覚
え
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
玉
音

放
送
後
の
警
察
の
暴
虐
非
道
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
か
ら
導

き
出
さ
れ
た
の
が
、
反
戦
運
動

で
あ
り
反
核
運
動
だ
っ
た
。
原

水
爆
禁
止
世
界
大
会
に
は
、

1
9
5
6
年
に
長
崎
で
開
催
さ

れ
た
第
2
回
大
会
か
ら
毎
年
参

加
し
、
96
年
か
ら
は
議
長
団
を

務
め
て
い
る
。

　

反
核
医
師
の
会
で
最
も
印
象

的
な
の
は
、
や
は
り
1
9
8
7

年
の
I
P
P
N
W
モ
ス
ク
ワ
大

会
だ
。
私
た
ち
は
事
前
に
学
習

を
重
ね
て
臨
ん
だ
が
、
日
本
支

部
は
J
P
P
N
W
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
反
核
医

師
の
会
に
は
全
体
会
議
で
登
壇

し
て
発
言
す
る
機
会
は
与
え
ら

れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
代

表
団
の
皆
が
積
極
的
に
挙
手
し

て
フ
ロ
ア
ー
か
ら
発
言
し
、
私

も
被
爆
地
出
身
者
と
し
て
、
ヒ

ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
ア
ピ
ー
ル

に
つ
い
て
一
言
述
べ
た
。

　

現
地
で
交
渉
し
て
ロ
ビ
ー
に

テ
ー
ブ
ル
を
設
置
し
、「
ヒ
ロ

シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
ア
ピ
ー
ル
署

名
」
を
呼
び
か
け
た
。
も
ち
ろ

ん
、
そ
こ
で
待
っ
て
い
る
だ
け

で
は
な
い
。
フ
ロ
ア
ー
を
歩
き

回
っ
て
声
を
か
け
、
４
日
間
で

7
5
0
筆
以
上
集
ま
っ
た
。
こ

の
数
字
が
示
す
よ
う
に
、
私
た

ち
の
周
り
は
常
に
黒
山
の
人
だ

か
り
だ
っ
た
。

　

こ
の
大
会
で
初
め
て
、
核
兵

器
の
「
廃
絶
」
と
、「
核
抑
止

論
の
否
定
」
を
は
っ
き
り
と
打

ち
出
し
た
。
現
在
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ

Ｗ
は
正
し
い
方
向
に
向
か
っ
て

歩
ん
で
い
る
と
思
う
が
、
や
や

も
す
れ
ば
揺
ら
ぎ
か
ね
な
い
こ

と
も
肝
に
刻
ん
で
お
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
特
定
の
思
想
・

集
団
へ
の
攻
撃
を
中
心
に
据
え

た
よ
う
な
偏
狭
な
運
動
に
な
ら

な
い
よ
う
、
核
兵
器
廃
絶
と
い

う
目
的
に
向
か
っ
て
、
若
い
人

た
ち
に
は
さ
ら
に
頑
張
っ
て
ほ

し
い
。

　

学
生
時
代
、

私
は
ベ
ト
ナ
ム

反
戦
運
動
や
沖

縄
返
還
闘
争
な

ど
、
平
和
活
動
に
は
「
人
並
み
」

に
参
加
し
て
い
ま
し
た
が
、
ま

さ
か
、
自
分
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

の
一
つ
に
な
る
と
は
思
っ
て
も

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
医
師
と
な

っ
て
、
平
和
活
動
に
本
格
的
に

か
か
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
1
9
9
3
年
の
旧
ソ
連
の

核
実
験
場
で
あ
る
セ
ミ
パ
ラ
チ

ン
ス
ク
へ
の
訪
問
が
き
っ
か
け

で
し
た
。
そ
の
前
年
、
私
は
全

日
本
民
医
連
の
理
事
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
が
、
セ
ミ
パ
ラ
チ
ン

ス
ク
で
核
実
験
被
害
に
関
す
る

国
際
会
議
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
原
水
協
か
ら
呼
び
か
け
が
あ

り
、
高
草
木
博
さ
ん
と
山
梨
の

宇
藤
千
枝
子
先
生
と
一
緒
に
訪

問
し
ま
し
た
。
セ
ミ
パ
ラ
チ
ン

ス
ク
は
、
1
9
4
9
年
、
私
が

生
ま
れ
る
１
カ
月
前
に
初
め
て

核
実
験
が
行
わ
れ
、
そ
の
後

4
7
0
回
も
の
核
実
験
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
住
民
に

は
核
実
験
が
知
ら
さ
れ
ず
、
住

民
は
モ
ル
モ
ッ
ト
の
よ
う
に
扱

わ
れ
ま
し
た
。

　

セ
ミ
パ
ラ
チ
ン
ス
ク
か
ら
帰

っ
て
く
る
と
、
い
つ
の
間
に
か

民
医
連
の
平
和
担
当
と
さ
れ
、

1
9
8
5
年
の
被
爆
40
周
年
の

「
草
の
根
行
動
」
の
国
連
要
請
、

1
9
9
9
年
の
オ
ラ
ン
ダ
の
ハ

ー
グ
で
の
行
動
、
2
0
0
5
年

に
は
ス
リ
ラ
ン
カ
の
津
波
支

援
、
そ
し
て
ヨ
ル
ダ
ン
へ
の
イ

ラ
ク
支
援
な
ど
、
様
々
な
海
外

で
の
行
動
に
参
加
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

反
核
医
師
の
会
へ
の
参
加

は
、
1
9
9
4
年
の
仙
台
で
の

「
つ
ど
い
」
か
ら
で
す
。
そ
の

当
時
、
私
の
大
先
輩
の
莇
先
生

が
代
表
世
話
人
を
さ
れ
て
い
た

の
で
、
私
が
カ
バ
ン
持
ち
の
よ

う
な
立
場
で
し
た
。

　

広
島
・
長
崎
で
は
、
被
災
し

た
人
々
を
治
療
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
医
師
や
病
院
が
壊
滅
的

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
当
時

は
、
放
射
能
の
恐
ろ
し
さ
が
わ

か
ら
ず
、
多
く
の
人
た
ち
が
救

援
に
入
っ
て
被
ば
く
を
し
ま
し

た
。
フ
ク
シ
マ
で
は
原
発
周
辺

に
は
一
切
立
ち
入
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ひ
ょ
っ
と

し
た
ら
、
助
か
っ
た
人
が
い
た

か
も
し
れ
な
い
の
に
。
核
兵
器

は
、
一
瞬
に
し
て
罪
も
な
い

人
々
の
命
を
奪
い
、
被
爆
者
を

そ
の
後
の
放
射
能
障
害
で
苦
し

め
ま
す
。核
兵
器
は
、人
道
的
に

も
決
し
て
許
さ
れ
る
兵
器
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。１
日
で
も
早
い

「
核
の
な
い
世
界
」に
向
け
て
、

頑
張
ら
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
最
初
に

反
核
運
動
に
か

か
わ
っ
た
の
は

学
生
の
時
で
し

た
。
東
北
大
学

医
学
部
に
は

「
平
和
懇
談
会
」
と
い
う
学
生

サ
ー
ク
ル
が
あ
り
、
仙
台
一
の

繁
華
街
で
あ
る
一
番
町
で
毎
月

「
6
・
9
行
動
」
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。
そ
の
当
時
の
宮

城
県
原
爆
被
爆
者
の
会
の
責
任

者
を
務
め
て
お
ら
れ
た
田
中
煕

巳
（
て
る
み
）
さ
ん
は
、
い
ま

日
本
被
団
協
の
事
務
局
長
と
し

て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

医
師
に
な
っ
て
か
ら
は
、
原

水
爆
禁
止
世
界
大
会
に
参
加
す

る
と
と
も
に
、Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
（
核

戦
争
防
止
国
際
医
師
会
議
）
の

1
9
8
8
年
の
モ
ン
ト
リ
オ
ー

ル
大
会
、
89
年
広
島
大
会
、
96

年
の
ウ
ー
ス
タ
ー
（
ボ
ス
ト
ン

近
郊
の
都
市
）
大
会
、
02
年
ワ

シ
ン
ト
ン
大
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
初
め
て
参
加
し
た
モ
ン
ト

リ
オ
ー
ル
で
は
、
世
界
の
核
廃

絶
を
め
ざ
す
医
師
の
パ
ワ
ー
に

圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
ウ
ー
ス
タ

ー
で
の
宿
泊
は
ア
メ
リ
カ
の
学

生
寮
。
こ
れ
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。
ワ
シ
ン
ト
ン
大
会
に
参
加

し
た
際
に
は
、
松
井
和
夫
先
生

と
ご
一
緒
に
一
足
早
く
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
立
ち
寄
り
、
9
・
11

の
現
場
で
あ
る
Ｗ
Ｔ
Ｃ
跡
地
を

訪
れ
、
同
時
多
発
テ
ロ
の
す
さ

ま
じ
い
被
害
に
息
を
の
み
ま
し

た
。

　

核
戦
争
阻
止
、
核
兵
器
廃
絶

は
、
私
の
活
動
の
原
点
で
す
。

病
院
で
被
爆
者
検
診
に
取
り
組

ん
で
い
た
時
に
診
察
室
で
「
今

ま
で
検
診
は
受
け
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
よ
う
や
く
息
子
も
娘
も

独
立
し
、
被
爆
者
で
あ
る
こ
と

を
隠
す
必
要
が
な
く
な
っ
た
の

で
検
診
を
受
け
に
来
ま
し
た
」

と
言
わ
れ
た
こ
と
を
今
で
も
思

い
出
し
ま
す
。
被
爆
経
験
と
い

う
の
は
、
身
体
的
な
影
響
だ
け

で
な
く
、
そ
の
人
の
人
間
と
し

て
の
存
在
全
体
に
計
り
知
れ
な

い
傷
跡
を
残
す
こ
と
を
思
い
知

ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
勢
の
命
を
奪
い
人
生
を
狂

わ
せ
る
核
兵
器
の
存
在
を
、
医

療
人
の
一
人
と
し
て
絶
対
に
認

め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ

し
て
、
福
島
原
発
事
故
を
経
験

し
た
い
ま
、
命
と
く
ら
し
に
は

か
り
知
れ
な
い
被
害
を
も
た
ら

す
原
発
も
許
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
核
兵
器
の
廃
絶
と
、
原

発
ゼ
ロ
の
日
本
を
実
現
す
る
た

め
、
た
た
か
い
ぬ
く
決
意
で
す
。

　

そ
ん
な
わ
け
で
、
東
京
反
核

医
師
の
会
の
結
成
時
に
は
真
っ

先
に
加
入
し
ま
し
た
か
ら
、
私

の
会
員
番
号
は
1
番
の
は
ず
で

す
。
今
で
は
す
っ
か
り
ご
無
沙

汰
し
、
会
員
番
号
に
ふ
さ
わ
し

い
活
動
は
で
き
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
反
核
の
思
い
は
先
生
方
と

一
緒
の
つ
も
り
で
す
。

　

ご
い
っ
し
ょ
に
、
が
ん
ば
り

ま
し
ょ
う
。

　

第
7
回
Ｉ
Ｐ

Ｐ
Ｎ
Ｗ
・
モ
ス

ク
ワ
大
会
の
第

2
回
目
の
全
体

集
会
は
１
９
８

７
年
5
月
31
日

午
後
3
時
か
ら
開
催
さ
れ
た
。

事
務
局
長
の
コ
ー
ン
・
ニ
ュ
ゼ

ッ
ト
が
登
壇
し
て
大
会
決
議
案

を
提
案
し
は
じ
め
た
。「
…
わ

れ
わ
れ
は
核
兵
器
が
爆
発
し
た

ら
ど
う
な
る
か
と
い
う
認
識
か

ら
出
発
し
た
。
…
こ
れ
ら
の
過

程
で
事
態
は
緊
急
を
要
す
る
と

考
え
る
に
至
っ
た
。
…
従
っ
て

わ
れ
わ
れ
は
、
単
に
核
兵
器
の

削
減
で
は
な
く
、
そ
の
廃
絶
を

主
張
す
る
人
々
に
同
意
す
る
。

…
」
─
こ
の
「abolition   of 

nuclear w
eapons

」
と
い
う

文
言
が
耳
に
飛
び
こ
ん
で
き
た

ナ
ン
セ
ン
ス
!
」「
署
名
し
て

何
の
効
果
が
あ
る
の
!
」「
日

本
の
平
和
は
ア
メ
リ
カ
の
核
兵

器
よ
!
」
と
冷
や
や
か
な
目
で

見
ら
れ
た
こ
と
を
今
も
鮮
明
に

記
憶
し
て
い
る
。
広
島
Ｉ
Ｐ
Ｐ

Ｎ
Ｗ
日
本
支
部
か
ら
大
会
に
参

加
し
て
い
た
あ
る
会
員
か
ら
、

署
名
行
動
に
「
日
本
の
恥
さ
ら

し
」
と
悪
態
を
つ
か
れ
た
こ
と

も
記
憶
し
て
い
る
。
し
か
し
チ

ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
（
１
９
８

６
年
）後
、急
速
に「
廃
絶
」の
正

当
性
が
理
解
さ
れ
、
モ
ス
ク
ワ

で
は
ラ
ウ
ン
、
チ
ャ
ゾ
フ
Ｉ
Ｐ

Ｐ
Ｎ
Ｗ
共
同
会
長
や
ソ
ビ
エ
ト

医
学
会
会
長
ク
ー
ジ
ン
も
私
の

訴
え
に
サ
イ
ン
し
て
く
れ
た
。

　

そ
の
後
、
日
本
で
「
つ
ど
い
」

結
成
の
た
め
に
1
9
8
7
年
6

月
13
日
に
第
1
回
「
呼
び
か
け

人
」
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
そ

の
呼
び
か
け
人
は
秋
元
波
留

夫
、
莇
昭
三
、
桐
島
正
義
、
西

尾
雅
七
、
松
本
淳
治
、
弓
削
経

一
、
横
山
正
松
、
若
月
俊
一
の

諸
氏
で
あ
っ
た
。

瞬
間
の
感
激
は
今
も
忘
れ
ら
れ

な
い
。
隣
に
い
た
河
野
、
安
賀

先
生（
と
も
に
故
人
）、
児
嶋
先

生
な
ど
と
涙
ぐ
み
な
が
ら
「
ヤ

ッ
タ
ー
‼
」
と
日
本
語
で
叫
び

な
が
ら
拳
を
上
げ
た
記
憶
が
今

も
鮮
明
で
あ
る
。
こ
の
総
会
で

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
は
「W

hat W
e  

B
elieve

」
─
我
々
の
信
条
─

を
採
択
し
、
は
じ
め
て
「
核
兵

器
の
廃
絶
」
を
主
要
な
目
標
に

掲
げ
た
の
で
あ
る
。

　

1
9
8
1
年
に
I
P
P
N
W

が
結
成
さ
れ
て
か
ら
の
各
大
会

で
の
主
題
を
順
次
追
う
と
「
核

軍
拡
の
現
状
と
医
療
者
の
役

割
」「
核
戦
争
の
帰
結
」「
核
の

錯
覚
、
人
間
の
犠
牲
」「
岐
路

に
立
つ
人
類
」「
対
決
で
は
な

く
協
調
を
」「
地
球
上
の
生
命

維
持
を
」
で
あ
っ
た
。
そ
し
て

漸
く
7
回
大
会
で
「
核
兵
器
の

廃
絶
」
を
目
標
に
か
か
げ
た
の

で
あ
っ
た
。

　

日
本
で
「
反
核
医
師
の
会
」

の
よ
う
な
「
組
織
」
が
最
初
に

つ
く
ら
れ
た
の
は
神
奈
川
県
で

IPPNWラウン共同会長と

原水爆禁止世界大会
実行委員会議長団
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役
者
／
有
馬 
理
恵

　

ニ
ュ
ー
ス
50
号
の
発
行
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
も
み
な
さ
ま
の
ご
活
躍

を
、
心
か
ら
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

　
「
3
・
11
」
後
、
放
射
能
か

ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め

に
、
全
国
に
い
く
つ
も
の
会

が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。「
昨

年
4
月
か
ら
下
痢
、
血
便
が

止
ま
ら
な
い
。
全
身
検
査
、

異
常
な
し
、
原
因
不
明
。
あ

と
は
心
療
内
科
へ
」
と
言
わ

れ
「
死
ぬ
ん
じ
ゃ
な
い
か
」

と
塞
ぎ
込
む
思
春
期
の
こ
ど

も
。「
昨
年
4
月
か
ら
幼
児
か

ら
血
便
が
止
ま
ら
な
く
、
埼

玉
県
か
ら
沖
縄
県
に
移
住

し
、
6
カ
月
後
や
っ
と
血
便

が
治
ま
っ
た
の
で
、
埼
玉
県

の
自
宅
に
戻
っ
た
ら
、
3
日

後
再
び
血
便
。
医
師
に
も
相

談
し
た
が
解
決
法
な
し
」
と

幼
児
の
お
母
さ
ん
。「
昨
年

5
月
か
ら
下
痢
、
嘔
吐
、
爪

は
が
れ
、
咳
、
口
内
炎
、
お

で
き
、
起
き
上
が
れ
な
い
程

の
倦
怠
感
、
全
身
検
査
異
常

な
し
。
周
囲
に
は
理
解
さ
れ

ず
、
孤
立
と
不
安
」
と
30
歳

代
女
性
な
ど
、
日
々
深
刻
な

訴
え
が
絶
え
ま
せ
ん
。
そ
れ

ぞ
れ
が
医
療
機
関
で
診
察
を

受
け
「
ス
ト
レ
ス
」「
気
に

し
す
ぎ
」「
首
都
圏
で
放
射

能
の
影
響
な
ん
て
あ
り
え
な

い
」
と
の
地
元
の
医
師
の
言

葉
に
愕
然
と
し
ま
す
。

　

心
あ
る
反
核
医
師
の
会
の

み
な
さ
ま
に
よ
る
「
被
ば
く

相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
な
ど

の
開
設
を
熱
望
し
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

親
愛
な
る
同

僚
で
あ
り
、

友
人
の
み
な

さ
ん
、

　

こ
の
た
び
は
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｗ
の

創
立
以
来
、
た
く
さ
ん
の
挑

戦
を
し
、
ま
た
数
々
の
変
革

に
立
ち
会
っ
て
き
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
歴
史
の
中
で
、

も
っ
と
も
痛
ま
し
い
出
来
事

は
福
島
原
発
事
故
で
し
ょ

う
。
悪
夢
の
よ
う
な
災
害
は

ま
だ
終
息
し
て
い
な
い
と
実

感
す
る
と
と
も
に
、
原
発
か

ら
放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ

続
け
る
こ
と
に
対
す
る
み
な

さ
ん
の
怒
り
を
感
じ
ま
す
。

　

私
は
2
0
1
2
年
3
月
11

メッセージ

50号発行までの略年表
年 月　日 備　　　考

1981 3月 第１回IPPNW総会。

1982 4月
10人の医師が「核兵器の完全禁止と軍縮の実現をめざす医師、医学
者のみなさんへの訴え」（反核医師のアピール）の呼びかけ人を集
める運動を組織。

1985 6月 第５回IPPNW総会（ブダベスト）で莇、河野らが核廃絶運動を展開。
ヒロシマ・ナガサキアピールの第一号署名にLown, Chazovが協力。

1987

5月
第7回IPPNW世界大会（モスクワ）に、後の「集い」メンバー 12
人が参加（以降、毎回10 ～ 30人超の代表団を結成）。大会決議で
初めて核兵器の「廃絶」を掲げた。

6月13日 全国組織設立を目指す第１回呼びかけ人会議。「核戦争に反対し、
核兵器廃絶を求める医師・医学者の集い」開催を決定。

7月3日 「集い」記者会見。全国紙など５社が報道。

7月18日 「集いニュース」第１号発行。

8月1 〜
2日

第１回「集い」。賛同者2233人。以降、2011年の第22回までほぼ毎
年開催。

1994 9月15日 「集いニュース」第24号を最後に休刊状態に。

1997 常任世話人会を３カ月に１回、運営委員会を毎月開催とする。

2002 11月 「核のない世界へ〜医療人のための平和テキスト」を発行。

2003 5月31日 題字を改め、「つどいニュース」復刊。

2004 10月10日

各県代表者会議で申し合わせ事項を確認。会の名称を「核戦争に反
対する医師の会」（略称：反核医師の会）、全国大会名を「核戦争に
反対し核兵器廃絶を求める医師・医学者のつどい」（略称：反核医
師のつどい）とした。

2005 10月22日 第１回全国世話人会。寄付金・団体援助金による運営から会費制へ
移行。

2006 7月15 〜
　　17日

被爆者医療に取り組む韓国医師との交流を深めようと「平和と交流
の旅 in 韓国」ツアーを開催。13人参加。

2008
4月14日 20周年記念事業として『平和へのアクション101＋2』（かもがわ出

版）を発行。初版1200部完売。

11月22日 学生部会発足集会。

2010

5月 NPT再検討会議に松井事務局長を代表派遣。ニューヨークで
「PANWのつどい」を開催。

8月 IPPNW世界大会（バーゼル）でPANW初のワークショップ「世界
のヒバクシャ」を開催。

9月18日 第６回全国世話人会で申し合わせ事項改定、全国世話人会を単独開
催とする。

2011
4月24日 第７回全国世話人会で申し合わせ事項改定、新たに運営委員会を設

置。福島原発事故を受け、原発問題について協議。

5月 ICANパンフ日本語版を作成。

日
、バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
開
催
さ

れ
た
「
１
年
後
の
フ
ク
シ
マ
」

と
題
す
る
医
療
会
議
に
出
席

し
ま
し
た
。
こ
こ
で
多
く
の

問
題
が
持
ち
上
が
り
、
非
常

に
心
配
し
て
い
ま
す
。
基
礎

的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
、
福

島
周
辺
だ
け
で
な
く
全
国
民

の
追
跡
調
査
の
必
要
性
が
強

調
さ
れ
、
福
島
や
ド
イ
ツ
の

市
民
に
よ
る
調
査
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
の
日
本
に
お
け

る
活
動
や
支
援
の
重
要
性

は
、
私
た
ち
皆
が
認
識
し
て

い
ま
す
。
そ
の
困
難
な
活
動

を
支
持
す
る
と
と
も
に
、
感

謝
の
気
持
ち
を
贈
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
と
、
み
な
さ
ん
の

大
切
な
人
々
が
無
事
で
あ
り

ま
す
よ
う
、
ま
た
日
本
が
核

の
悪
夢
を
早
急
に
解
決
で
き

ま
す
よ
う
、
お
祈
り
し
ま
す
。

　

2
0
1
2
年
3
月
19
日

メ
リ
ー
ウ
ィ
ン
・
ア
シ
ュ

フ
ォ
ー
ド

（
医
学
博
士
、
教
育
学
博
士
）

50号記念
特  集

大会決議で初めて核兵器の「廃絶」を掲げた第７回IPPNW世
界大会で、発言に耳を傾ける面々（1987年５月29日、ソ連・
モスクワ市）

核戦争に反対し、核兵器廃絶を求める医
師・医学者の集いの第１回よびかけ人会
議（1987年6月13日、東京）

▲第1回IPPNWアジア・太平洋地域会議
の夕食会で、ディレック・ノース教授

（中央、IPPNWニュージーランド支部長）
と交流を深める郷地（左）、莇各氏（1987
年2月８日、ニュージーランド・オーク
ランド市）

◀日米ガイドラインに反対する医師・医学者ア
ピールについて記者発表する（左から）莇、河野、
中川各氏（1999年、東京）

第７回IPPNW世界大会で、核廃絶署名
を呼びかけ、多くの海外代表が協力した

（1987年５月、ソ連・モスクワ市）

第11回反核医師のつどいで講演するメリーウィ
ン・アシュフォード氏（2000年10月21日、大阪）

◀NPT再検討会議に合わ
せ、核廃絶署名を呼びか
ける永瀬氏（2010年５月、
米国・ニューヨーク市）

第２回北アジア地域会議の会場で、折鶴の実演や原爆パネル展
示などを行い、現地の若者と交流を深めた（1999年10月、中国・
北京市）

PANW学生部会が発足し、第19回反核医師のつどいで報告す
る奥野代表（2008年11月23日、石川・金沢市）

第19回IPPNW世界大会で、PANWとして初の
ワークショップ「世界のヒバクシャ」を開催
した（2010年８月、スイス・バーゼル市）
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3
月
12
日
に
は
、
さ
ら
に
1

3
7
0
人
が
佐
賀
地
裁
に
追
加

提
訴
し
、
原
告
数
は
36
都
道
府

県
の
合
計
3
0
7
4
人
と
な

り
、
原
発
関
連
訴
訟
で
は
過
去

最
多
と
な
っ
た
。
提
訴
後
の
集

会
で
、
原
告
団
長
の
長
谷
川

照
・
前
佐
賀
大
学
学
長
は
「
地

震
や
津
波
は
天
災
で
も
原
発
事

故
は
人
災
。
１
万
人
の
原
告
を

集
め
、
国
策
を
変
え
よ
う
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。
１
万
人
の
原

告
を
目
指
し
、
5
月
30
日
に
第

3
次
提
訴
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

原
発
に
関
し
て
は
、
メ
リ
ッ

ト
よ
り
万
が
一
の
リ
ス
ク
が
高

い
こ
と
は
よ
り
明
ら
か
に
な
っ

た
。
福
島
の
原
発
事
故
を
最
後

（
教
訓
）
に
す
る
に
は
、
す
べ

て
の
原
発
を
な
く
す
こ
と
し
か

方
法
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
考

え
て
「
原
発
な
く
そ
う
！
九
州

玄
海
訴
訟
」
の
原
告
に
な
っ
た
。

国
民
の
過
半
数
が
原
発
は
い
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。
原
発
に

頼
ら
な
い
再
生
可
能
な
自
然
エ

燃
料
サ
イ
ク
ル
や
原
子
力
技
術

の
研
究
開
発
を
推
進
し
て
き
た

こ
と
か
ら
「
国
は
電
力
会
社
と

と
も
に
、
国
民
に
対
し
加
害
行

為
に
加
担
し
て
き
た
」
と
主
張
。

原
発
の
運
転
に
関
し
「
管
理
運

営
の
権
限
を
制
約
し
、
活
動
を

制
限
で
き
る
権
限
が
あ
る
」
と

し
て
、
国
に
も
操
業
停
止
を
求

め
た
。

府
県
の
1
7
0
4
人
が
国
と
九

州
電
力
を
相
手
に
「
原
発
の
操

業
は
憲
法
の
保
障
す
る
人
格

権
、
生
存
権
を
侵
害
す
る
」
と

し
て
、
玄
海
原
子
力
発
電
所
1

〜
4
号
機
の
操
業
差
し
止
め
を

求
め
、
佐
賀
地
裁
に
提
訴
し
た
。

私
も
原
告
で
あ
る
。

　

訴
状
で
は
、
昨
年
の
福
島
第

一
原
発
事
故
で
4
基
が
制
御
不

能
に
な
り
「
安
全
神
話
は
虚
偽

で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
」
と

指
摘
。
さ
ら
に
、
国
と
電
力
会

社
の
無
責
任
体
質
が
明
ら
か
に

な
っ
た
と
し
て
「
玄
海
原
発
の

危
険
性
も
明
白
」
と
し
た
。
原

子
力
政
策
は
国
策
で
、
国
は
核

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
の

事
故
で
、
原
発
の
安
全
神
話
は

崩
れ
た
。
で
も
実
は
ま
だ
福
島

の
被
害
の
実
態
で
す
ら
明
ら
か

に
な
っ
て
い
な
い
。
私
た
ち
は

裁
判
と
い
う
手
段
で
真
実
を
引

き
出
し
、
国
と
九
州
電
力
を
相

手
方
と
し
て
、
原
発
の
危
険

性
・
不
合
理
性
を
主
張
し
、
原

子
力
発
電
所
の
永
久
の
運
転
差

し
止
め
を
請
求
す
る
。

　

今
年
1
月
31
日
、
佐
賀
、
福

岡
、
熊
本
な
ど
を
中
心
に
29
都

一
人
に
、
健
康
な
生
活
、
人
間

ら
し
い
生
活
、
幸
せ
な
生
活
を

求
め
る
権
利
が
あ
る
。
そ
の
上

で
、
家
庭
の
こ
と
、
地
域
の
こ

と
な
ど
葛
藤
が
あ
り
な
が
ら
避

難
す
る
、
あ
る
い
は
し
な
い
こ

と
を
選
ん
で
い
る
。
福
島
に
と

ど
ま
る
こ
と
を
選
ん
だ
方
た
ち

に
、
線
量
が
高
い
か
ら
、
原
発

に
近
い
か
ら
、
と
い
っ
て
も
っ

と
遠
く
に
逃
げ
る
べ
き
だ
と
は

絶
対
に
言
え
な
い
し
私
は
言
い

た
く
な
い
。
一
人
一
人
の
人
生

を
尊
重
し
福
島
で
と
も
に
暮
ら

し
て
い
く
、
と
い
う
こ
と
が
寄

り
添
う
と
い
う
こ
と
だ
と
思

う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
か

で
、
も
と
も
と
持
っ
て
い
た
地

元
で
働
き
た
い
と
い
う
気
持
ち

が
よ
り
い
っ
そ
う
強
く
な
っ

た
。
人
々
が
暮
ら
す
と
こ
ろ
に

は
医
療
が
求
め
ら
れ
る
。
将
来

は
福
島
で
が
ん
ば
り
た
い
。

ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
と
私
た
ち

の
未
来
を
考
え
る
と
き
だ
。

http://no-genpatsu.m
ain.jp/

　

2
0
1
1
年
3
月
11
日
の
大

震
災
と
津
波
、
引
き
続
い
て
お

こ
っ
た
原
発
事
故
。今
回
は
、あ

れ
か
ら
の
自
分
の
体
験
と
、
考

え
た
こ
と
を
つ
づ
っ
て
い
く
。

　

大
地
が
揺
れ
た
あ
の
と
き
、

私
は
広
島
で
の
北
海
道
東
北
民

医
連
合
同
合
宿
（
3
月
11
～
13

日
）
に
参
加
し
て
い
た
。
私
は

福
島
県
い
わ
き
市
出
身
で
大
学

１
年
生
の
夏
か
ら
福
島
県
民
医

連
の
奨
学
生
と
し
て
活
動
し
て

い
る
。
合
宿
で
は
戦
争
の
歴
史

を
学
び
、
ヒ
ロ
シ
マ
の
歴
史
を

学
ん
で
い
た
。
合
宿
初
日
、
早

速
広
島
空
港
に
着
い
て
空
港
内

各
地
の
反
核
医
師
の
会
か
ら

各
地
の
反
核
医
師
の
会
か
ら

「
原
発
な
く
そ
う
！
九
州
玄
海
訴
訟
」に 

      
原
告
と
し
て
参
加

　

反
核
医
師
の
会
常
任
世
話
人　

千
葉 

研
介

の
一
室
で
講
演
を
聴
い
て
い

た
。
事
実
を
知
っ
た
の
は
講
演

終
了
後
、
空
港
ロ
ビ
ー
の
Ｔ
Ｖ

か
ら
だ
。『
東
北
地
方
で
大
き

な
地
震
』、『
津
波
に
注
意
』、

Ｔ
Ｖ
に
は
そ
う
あ
っ
た
。

　

ま
さ
に
そ
の
瞬
間
の
14
時
46

分
に
は
座
っ
て
講
演
を
聴
い
て

い
た
の
だ
が
、
私
自
身
揺
れ
は

感
じ
な
か
っ
た
。し
か
し
、周
囲

の
ざ
わ
つ
き
と
、
刻
一
刻
と
映

し
出
さ
れ
る
中
継
映
像
、
そ
し

て
何
よ
り
も
家
族
と
の
連
絡
が

一
向
に
取
れ
な
い
こ
と
が
事
の

重
大
さ
を
感
じ
さ
せ
た
。
日
付

が
変
わ
っ
て
よ
う
や
く
家
族
の

無
事
が
確
認
で
き
る
ま
で
、
不

安
感
が
募
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

　

12
日
に
合
流
し
て
く
る
は
ず

で
あ
っ
た
宮
城
の
医
師
と
学
生

は
来
な
か
っ
た
。
広
島
に
来
て

い
た
何
名
か
の
仲
間
は
、
帰
る

た
め
の
足
が
確
保
で
き
し
だ
い

帰
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
こ
の
日

は
、
被
爆
者
医
療
に
長
く
関
わ

っ
て
こ
ら
れ
た
斎
藤
紀
医
師
の

講
演
会
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。

紀
先
生
は
現
在
福
島
市
に
あ
る

わ
た
り
病
院
で
働
か
れ
て
い

る
。
そ
の
経
験
を
生
か
し
、
原

発
事
故
以
降
確
か
な
知
識
と
冷

静
な
対
応
、
ご
自
身
の
医
師
と

し
て
の
信
念
で
も
っ
て
多
く
の

人
々
の
支
え
と
な
っ
て
い
る
。

紀
先
生
も
来
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

私
は
合
宿
の
全
日
程
に
参
加

し
、
東
京
に
も
難
な
く
帰
る
事

が
で
き
た
。
福
島
の
仲
間
も
共

に
東
京
ま
で
来
た
が
、
そ
こ
か

ら
が
大
変
で
あ
っ
た
と
聞
い
て

い
る
。

　

私
は
、地
元
で
暮
ら
し
、人
々

に
寄
り
添
い
安
心
感
を
与
え
ら

れ
る
医
師
に
な
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。
高
校
生
ま
で
の
び
の

び
と
暮
ら
し
、
育
っ
て
き
た
福

島
に
は
思
い
入
れ
が
あ
る
。
こ

の
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
い

ろ
い
ろ
な
人
た
ち
と
東
日
本
大

震
災
に
つ
い
て
考
え
る
事
が
あ

っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
真
剣
に
考
え
向
き

合
っ
て
い
た
。
時
に
福
島
出
身

の
私
は
そ
の
背
景
の
違
い
を
感

じ
る
事
も
あ
っ
た
が
、
み
な
何

ら
か
の
思
い
や
不
安
を
も
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
経
験
を
通
し

て
、
福
島
で
の
医
療
と
そ
こ
で

生
き
る
こ
と
、
人
々
に
寄
り
添

う
と
い
う
こ
と
を
自
分
な
り
に

考
え
た
。

　

福
島
で
は
万
単
位
に
も
及
ぶ

人
々
が
県
内
外
に
避
難
し
て
い

る
が
、
多
く
の
人
た
ち
は
福
島

で
暮
ら
し
て
い
る
。
そ
の
一
人

【
写
真
】
玄
海
原
子
力
発
電
の
操
業
差

し
止
め
を
求
め
る
「
原
発
な
く
そ
う
！

九
州
玄
海
訴
訟
」
の
第
２
次
提
訴

（
3
月
12
日
、
佐
賀
地
裁
前
）

福
島
で
生
き
る

昭
和
大
学
医
学
部
5
年　

国
井
　
綾

学生部会
コーナー

時事モニター

第 ７ 回

北
朝
鮮
「
人
工
衛
星
」

日
米
共
同
ミ
サ
イ
ル
防
衛
の
構
え

■■クロスワードパズル■■
の中に入る文字を並べかえて、一つの言葉にして

ください。

【ヨコのカギ】
1、米国とカナダの国境にある大きな滝。
5、戦後の一時期、アメリカで「マッカーシー旋風」が吹き
荒れました。「○○狩り」

7、海老の王様。
8、腕の古い言い方。肩からひじまでの部分。二の腕。
9、強者に対する弱者の憎悪や復讐衝動などの感情が内攻的
に屈折している状態。ニーチェやシェーラーによって用い
られた語。

10、コンビニやファミレスなどで使える汎用型のプリペイド
カード。

12、人を恐れさせるような、すごみ。「○○の利いた声」
13、○○と喧嘩は江戸の花。
15、秋に花が咲く草の総称。
17、物事がはっきりしないさま。あてにならないさま。曖昧。
19、リビング。
20、色の境目が濃色から淡色に、または、その逆にと変化し
ていくようにする染め方。また、そのように染めた物。

23、税金や商品などを納める時期。また、その期限。
24、約2万種が熱帯を中心に広く分布。地中に根をはる地生
のほか着生・腐生もあり、ふつう多年草。

【タテのカギ】
1、国家の行政権を担当する最高の合議機関。
2、旧国名。現在の三重県の大半。
3、野菜や魚介などに酢・味噌・ごま・からしなどをまぜ合
わせること。

4、中国四川省中部にある山。最高峰は方仏頂で標高3099メ
ートル。中国仏教の三大霊場の一つ。

5、目を覆うマスク。明るい場所でも睡眠をとれるようにす
るためのもの。

6、パレスチナ地方の古称。旧約聖書で、神がイスラエルに
与えたという約束の地。

8、隅田川の最下流に架かる橋。築地と月島とを結ぶ。中央
部が二つに跳ね上がる可動橋。現在は開閉をやめている。

11、その味があまりおいしいため、自分のところのご飯を食
べつくしてしまい、隣から「まま（飯）」を借りるほど食
が進むという意味で名づけられたというママカリで有名な
県。

14、自分の才能・知識・業績などに自信と誇りを持つこと。
16、一人で数人分の働きをすること。○○○○六臂。
17、かわいがって大事にしている馬。
18、分不相応な望み。また、身の程を知らない大それた野心。
21、オイスター。
22、「居酒屋」「ナナ」「大地」などの作品で有名なフランス
の文豪。

パズルの答えと必要事項を記入し、ご応募ください。正解者
の中から抽選で10名様に図書券を贈呈します。締め切りは6
月15日必着。正解は6月20日以降にウェブサイトと本紙で発
表します。【記入事項】①答え②郵便番号③住所④氏名⑤年齢
⑥電話番号⑦Eメールアドレス⑧ご意見・ご感想（①〜④は
必須）。【宛先】〒151-0053 東京都渋谷区代々木2-5-5-5F全国
保険医団体連合会内　反核医師の会（panw@doc-net.or.jp）
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日
本
政
府
は
北
朝
鮮
の

「
人
工
衛
星
」ロ
ケ
ッ
ト
打
ち

上
げ
事
件
を
ミ
サ
イ
ル
防
衛

シ
ス
テ
ム
の
有
事
態
勢
発
動

と
す
る
場
に
し
て
い
ま
す
。

　

内
閣
は
自
衛
隊
に
「
破
壊

措
置
行
動
」を
命
令
、陸
海
空

自
衛
隊
に
よ
り
「
Ｂ

Ｍ
Ｄ
統
合
任
務
部

隊
」を
編
成
、航
空
自

衛
隊
航
空
総
隊
司
令

官
を
そ
の
指
揮
官
に

据
え
て
、
ミ
サ
イ
ル

防
衛
の
構
え
で
す
。

　

海
上
自
衛
隊
の
イ

ー
ジ
ス
艦
（
ミ
サ
イ
ル
迎
撃

ミ
サ
イ
ル
搭
載
）
を
沖
縄
近

海
に
展
開
、
地
点
防
衛
用
と

さ
れ
る
航
空
自
衛
隊
の
Ｐ
Ａ

Ｃ
3
ミ
サ
イ
ル
部
隊
を
沖
縄

本
島
や
石
垣
、
宮
古
な
ど
に

配
置
。

　

国
内
メ
デ
ィ
ア
は
Ｐ
Ａ
Ｃ

3
の
配
備
と
国
民
保
護
法
に

基
づ
く
避
難
指
示
J
│

ア
ラ

ー
ト
の
警
報
を
発
す
る
と
ニ

ュ
ー
ス
を
連
日
流
し
ま
し

た
。
国
内
で
唯
一
地
上
戦
が

行
わ
れ
た
沖
縄
県
に
自
衛
隊

を
大
規
模
に
配
置
す

る
「
地
な
ら
し
」
で

は
な
い
か
と
県
民
は
反
発
し

て
い
ま
す
。

　

県
民
の
反
発
を
よ
そ
に
、

P
A
C
3
に
は
実
弾
を
装
填

し
た
小
銃
を
持
っ
て
陸
上
自

衛
隊
員
が
警
備
に
つ
き
ま
し

た
。
特
殊
武
器
防
衛
隊
と
特

殊
武
器
衛
生
隊
、
航
空
機
動

衛
生
隊
な
ど
が
配
備
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
核
・
生
物
・

化
学
兵
器
攻
撃
に
備
え
る
態

勢
で
す
。

　

米
軍
も
イ
ー
ジ
ス
艦
を
数

隻
日
本
近
海
に
集
中
、
沖
縄

嘉
手
納
基
地
に
は
弾
道
ミ
サ

イ
ル
観
測
機
３
機
を
は
じ

め
、
観
測
機
を
派
遣
、ハ
ワ
イ

か
ら
は
弾
道
ミ
サ
イ
ル
探
知

用
の
海
上
設
置
型
X
バ
ン
ド

レ
ー
ダ
ー
を
移
動
さ
せ
て
日

本
近
海
に
配
備
し
ま
し
た
。

　

ミ
サ
イ
ル
防
衛
シ
ス
テ
ム

は
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
の
検
知
信

号
シ
ス
テ
ム
で
起
動
さ
れ
ま

す
。
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
を
検
知

す
る
米
早
期
警
戒
衛
星
の
信

号
は
米
国
本
土
の
北
米
航
空

宇
宙
防
衛
司
令
部
が
受
信
、

ハ
ワ
イ
の
米
太
平
洋
軍
司
令

部
を
経
て
東
京
・
横
田
基
地

内
に
あ
る
日
米
共
同
運
用
調

整
所
に
届
き
ま
す
。
こ

の
信
号
に
よ
っ
て
自
衛

隊
と
米
軍
の
ミ
サ
イ
ル

防
衛
シ
ス
テ
ム
は
と
も

に
起
動
さ
れ
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。
自

衛
隊
態
勢
に
の
み
国
民
の
目

を
向
け
さ
せ
る
よ
う
な
日
本

メ
デ
ィ
ア
の
報
道
は
、
日
米

が
混
ぜ
ん
一
体
と
な
っ
て
北

朝
鮮
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
事
件
に

対
応
す
る「
日
米
同
盟
」の
本

当
の
姿
を
見
え
な
く
し
て
い

ま
す
。（
2
0
1
2
・
4
・
13　

T
H
）


